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研究課題 
 

冬期バリアフリーを実現する低コスト・低環境負荷な雪処理技術の開発 

 
研究状況 

 
2006 年 5 月 29 日準備会議を開き、上越市、㈱興和、（財）日本システム開発研究所、㈱アルゴ

スが参画するスノーオアシス研究会が発足した。2006 年度中に 2 回の全体会議と 3 回のコアメン

バー会議を開催した。 
2006 年度は技術開発の方向性を見出すことを目標とし、上越市の基本政策、重点施策、市民ニー

ズアンケートを踏まえてワークショップを開いた。 
結果、歩道や横断歩道、その接合部、雁木の途切れた場所、橋のたもとなどのニッチな場所の除

雪のニーズが高いことが明らかになった。また、病院や学校など歩行者が多く重点的に高水準の除

雪が行われるべき場所もあらためて確認された。 
雪対策に関する技術開発の現状調査の結果を踏まえ、車道、歩道、横断歩道などの複合によって

形成される都市内のモデル街区に対し、それぞれの求めるサービス水準や適合する技術とのマッチ

ングを行い、全体として複数の技術をミックスして設計する、という方向性を見いだした。また、

消雪パイプの使用後の水を熱源とするヒートポンプ式融雪システムについても、今後の開発テーマ

としてあげられた。また、狭隘道路における雪対策が問題であるという指摘を受けて、移動型の融

雪車両の検討も第 2 年度以降に進められることとなった。 
 

 
研究成果 
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 今後の研 
 究計画 

 
（１） モデル街区の設定と複合型融雪施設の設計 
（２） 都市内の再利用水を熱源とするヒートポンプ式融雪システムの開発 
（３） 移動型の融雪車両の可能性検討 
（４） 融雪装置の熱設計手法の検討、およびエクセルギーの概念による熱源の質評価手法の検討 
（５） 節水型の小型流雪溝の検討 

 


